
新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業

•
2
0
1
8
年
6
月
：
S
o
c
ie
ty
5
.0
に
向
け
た
人
材
育
成
に
係
る
大
臣
懇
談
会
「
S
o
c
ie
ty
5
.0
に
向
け
た
人
材
育
成
～
社
会
が
変
わ
る
、

学
び
が
変
わ
る
～
」
を
取
り
ま
と
め
。

「
S
o
c
ie
ty
5
.0
の
時
代
に
お
い
て
、
人
間
と
し
て
の
強
み
を
発
揮
し
て
い
くた
め
に
は
、
全
て
の
子
供
た
ち
が
、
基
礎
的
読
解
力
や
数
学
的
思
考

力
な
ど
基
盤
的
な
力
を
確
実
に
習
得
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
際
、
学
校
に
お
い
て
A
I
等
の
先
端
技
術
（
い
わ
ゆ
る
「
E
d
T
e
c
h
」
を
含
む
）

を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
子
供
た
ち
に
対
し
、
一
人
一
人
の
進
度
や
能
力
、
関
心
に
応
じ
て
最
適
化
さ
れ
た
学
び
（
「
公

正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
）
を
提
供
で
き
る
可
能
性
。
」

•
2
0
1
8
年
1
1
月
：
「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
の
フ
ル
活
用
に
向
け
て
～
柴
山
・
学
び
の
革
新
プ
ラ
ン
～
」を
公
表
。

「
学
び
の
質
を
高
め
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の

着
実
な
実
施
や
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
運
営
の
推
進
が
不
可
欠
。
そ
の
中
核
を
担
う
教
師
を
支
え
、
そ
の
質
を
高
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
先
端
技

術
に
は
大
き
な
可
能
性
。
」

「
戦
略
的
開
発
・
実
証
領
域
」の
例

１
．
一
人
一
人
の
能
力
や
適
性
、
学
習
状
況
（
ス
タ
デ
ィ
・
ロ
グ
）
に
応
じ
た
学
び
の
個
別
最
適
化
及
び
教
師
の
指
導
の
充
実
に
向
け
た

先
端
技
術
の
活
用
。

２
．
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
学
校
改
善
及
び
域
内
の
教
育
施
策
の
改
善
等
に
資
す
る
デ
ー
タ
や
先
端
技
術
の
活
用
。

2
0
1
9
年
度
予
算
額
(案
)
2
5
7
百
万
円

（
新
規
）

事
業
概
要

•
教
師
支
援
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
よ
る
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
。

•
指
導
力
の
分
析
・
共
有
、
研
修
へ
の
活
用
な
ど
に
よ
る
授
業
改
善
な
ど
教
師
の
資
質
能
力
の
向
上
。

•
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
等
を
対
象
と
し
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
次
世
代
学
校
支
援
モ
デ
ル
構
築
事
業
」
の
取

組
も
活
用
し
つ
つ
、
学
校
現
場
と
企
業
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
先
端
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
実
証
。

そ
の
際
、
提
案
者
(学

校
設
置
者
)
の
創
意
工
夫
の
幅
を
保
ち
つ
つ
、
広
く
現
場
の
ニ
ー
ズ
・
課
題
を
反
映
し
た
開
発
・実

証
と
な
る
よ
う
、
文
部

科
学
省
が
「
戦
略
的
開
発
・
実
証
領
域
」
を
設
定
。

•
事
業
成
果
を
全
国
へ
普
及
・展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
実
証
的
取
組
を
実
施
。

3
0
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高
等

学
校

が
自

治
体

、高
等

教
育

機
関

、産
業

界
等

と協
働

して
コン

ソー
シ

アム
を構

築
し、

地
域

課
題

の
解

決
等

の
探

究
的

な
学

び
を

実
現

す
る

取
組

を推
進

す
る

こと
で

、
地

域
振

興
の

核
とし

て
の

高
等

学
校

の
機

能
強

化
を図

る
。

✔
指

定
校

数
：

50
校

程
度

（
1校

4百
万

～
7百

万
円

程
度

）

So
ci

et
y5

.0
に

向
け

た
高

等
学

校
改

革
パ

ッケ
ー

ジ

将
来

の
イノ

ベ
ー

シ
ョン

創
出

を担
う科

学
技

術
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、教
育

課
程

等
の

改
善

に
関

す
る

研
究

開
発

を含
め

た
先

進
的

な
理

数
系

教
育

を
実

施
して

い
る

高
等

学
校

をS
SH

に
指

定
し支

援
。

✔
指

定
校

数
：

H3
1年

度
新

規
指

定
30

校
程

度

ス
ー

パ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
※

継
続

※
運

営
費

交
付

金
中

の
推

計
額

2,
 2

19
百

万
円

（
2,

21
9百

万
円

）

将
来

、イ
ノベ

ー
テ

ィブ
な

グ
ロー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、高

等
学

校
等

と国
内

外
の

大
学

、企
業

、国
際

機
関

等
が

共
同

し、
高

校
生

へ
より

高
度

な
学

び
を提

供
す

る
仕

組
み

を構
築

す
る

とと
も

に
、テ

ー
マ

等
を

通
じた

高
校

生
国

際
会

議
の

開
催

等
や

高
等

学
校

の
アド

バ
ン

ス
ト・

ラー
ニン

グ
・ネ

ット
ワ

ー
クの

形
成

に
よ

り、
W

W
L（

ワー
ル

ド・
ワ

イド
・ラ

ー
ニ

ング
）

コン
ソー

シ
アム

に
お

け
る

拠
点

校
を

目
指

す
。

✔
指

定
校

数
：

10
校

程
度

（
10

百
万

円
程

度
/年

・校
）

地
域

との
協

働
に

よ
る

高
等

学
校

教
育

改
革

推
進

事
業

25
1百

万
円

（
新

規
）

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ

産
業
界

社
会
教
育
機
関

（
公
民
館
等
）

大
学
・

専
修
学
校
等

小
中
学
校
等

高
等
学
校

地
域

市
町
村

（
首
長
・
教
育
委
員
会
等
）

高
校
生
と
地
域
課
題
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

効
果
的
に
行
う
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築

新 た な 社 会 を 牽 引 す る 人 材 の 育 成 共 通 し て 求 め ら れ る 力 の 育 成

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 5 . 0 を 地 域 か ら 分 厚 く 支 え る 人 材

【取
組

例
】

・国
内

外
の

高
校

生
が

参
加

す
る

「高
校

生
国

際
会

議
」等

を
開

催
・短

期
・長

期
留

学
や

海
外

研
修

を
カリ

キ
ュラ

ム
の

中
に

体
系

的
に

位
置

づ
け

・大
学

教
育

の
先

取
り履

修
を

単
位

認
定

す
る

取
組

な
ど高

大
接

続
に

よ
る

高
度

か
つ

多
様

な
科

目
内

容
の

プ
ログ

ラム
を

用
意

等

●
学

校
・地

域
の

ニー
ズ

に
応

じた
類

型
で

実
施

●
＜

地
域

魅
力

化
型

＞
〈普

通
科

中
心

20
校

程
度

〉
地

域
課

題
の

解
決

等
を

通
じた

学
習

を
各

教
科

・科
目

や
学

校
設

定
科

目
等

に
お

い
て

体
系

的
に

実
施

す
る

た
め

の
カリ

キ
ュラ

ム
を

構
築

＜
グ

ロ
ー

カ
ル

型
＞

〈学
科

共
通

20
校

程
度

〉
グ

ロー
バ

ル
な

視
点

を
持

って
コミ

ュニ
テ

ィー
を

支
え

る
地

域
の

リー
ダー

を
育

成
＜

プ
ロ

フェ
ッシ

ョナ
ル

型
＞

〈専
門

学
科

中
心

10
校

程
度

〉
地

域
の

産
業

界
等

との
連

携
・協

働
に

よ
る

実
践

的
な

職
業

教
育

を
推

進
し、

地
域

に
求

め
られ

る
人

材
を

育
成

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 5 . 0 に 向 け た リ ー デ ィ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト

【基
礎

枠
取

組
例

】
＜

Ｈ
30

年
度

：
20

4校
＞

・学
習

指
導

要
領

の
枠

を
超

え
、理

数
を重

視
した

教
育

課
程

を
編

成
・主

体
的

・協
働

的
な

学
び

を
重

視
・研

究
者

の
講

義
に

よ
る

興
味

関
心

の
喚

起
や

フィ
ー

ル
ドワ

ー
ク等

に
よ

る
自

主
研

究
の

取
組

・上
記

取
組

を
高

大
連

携
や

企
業

連
携

等
に

よ
り高

度
に

実
施

【重
点

枠
取

組
例

】
※
更
に
高
度
な
取
組
に
は
追
加

支
援
（

50
0～

13
00
万
円

/年
・
校
）

＜
H

30
年

度
：

14
校

＞
・高

大
接

続
に

よる
人

材
育

成
手

法
の

開
発

・実
証

・カ
リキ

ュラ
ム

や
指

導
手

法
等

の
広

域
普

及
・海

外
の

研
究

機
関

等
との

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
・企

業
等

との
連

携
に

よる
地

球
規

模
課

題
の

解
決

（
75

0～
12

00
万

円
程

度
/ 年

・校
、指

定
期

間
5年

）

※
ス

ー
パ

ー
グ

ロー
バ

ル
ハ

イス
クー

ル
（

継
続

指
定

校
67

校
42

4百
万

円
）

及
び

ス
ー

パ
ー

・プ
ロフ

ェッ
シ

ョナ
ル

・ハ
イス

クー
ル

（
継

続
指

定
校

20
校

85
百

万
円

）
の

事
業

成
果

を
活

用
。

W
W

L（
ワ

ー
ル

ド
・ワ

イ
ド

・ラ
ー

ニ
ン

グ
）

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

構
築

支
援

事
業

11
3百

万
円

（
新

規
）
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地
域
との
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

【
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
】

〈
専
門
学
科
中
心
1
0
校
程
度
〉

地
域
の
産
業
界
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
実
践

的
な
職
業
教
育
を
推
進
し
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
人

材
を
育
成

～
特
徴
・
取
組
例
～

・
地
域
の
特
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
安
定
的
な
食
料
生
産

に
よ
り
地
域
の
発
展
を
担
う
人
材
を
育
成

・
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
的
な
技
術
を
身
に
付
け
、
地

場
産
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
な
ど

標
準
ス
キ
ー
ム
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
実
情
や
人
材
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
組
を
展
開

20
19
年
度
予
算
額
（
案
）
25
1百
万
円
(新
規
)

新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
S
o
ci
e
ty
5
.0
を
地
域
か
ら
分
厚
く
支
え
る
人
材
の
育
成
に
向
け
た
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
8
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
1
8
」
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
が
自
治
体
、
高

等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
と
協
働
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
等
の
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
地
域
振
興
の
核
と
し
て
の
高
等
学
校
の
機
能
強
化
を
図
る
。

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ

産
業
界

社
会
教
育
機
関

（
公
民
館
等
）

大
学
・

専
修
学
校
等

小
中
学
校
等

高
等
学
校

地
域

高
等
学
校

✔
地
域
に
お
け
る
活
動
を
通
じ
た
探
究
的
な
学
び
の

実
現
（
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
）

✔
学
校
の
中
だ
け
で
は
で
き
な
い
多
様
な
社
会
体
験

・
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
を
学
校
の
活

動
と
し
て
明
確
化

・
専
門
人
材
の
配
置
等
、
学
内
に
お
け
る
実
施

体
制
を
構
築

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

✔
高
校
生
の
う
ち
に
地
元
地
域
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

地
元
へ
の
定
着
や
Ｕ
タ
ー
ン
が
促
進
さ
れ
る

✔
地
域
の
活
動
に
高
校
生
が
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
活
力
の
向
上
へ
貢
献

・
将
来
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
・
求
め
る
人
材
像
の

共
有
や
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

・
学
校
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
指
定

高
校
生
と
地
域
課
題
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築

【
地
域
魅
力
化
型
】

〈
普
通
科
中
心
2
0
校
程
度
〉

地
域
課
題
の
解
決
等
を
通
じ
た
学
習
を
各
教

科
・
科
目
や
学
校
設
定
科
目
等
に
お
い
て
体
系

的
に
実
施
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築

し
、
地
域
な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
人
材
を
育
成

～
特
徴
・
取
組
例
～

・
地
域
と
の
連
携
に
係
る
教
科
横
断
的
な
単
位
を
設
定

・
衰
退
し
つ
つ
あ
る
地
域
の
振
興
方
策
を
地
域
と
の
連

携
に
よ
り
研
究
・
実
践
な
ど

【
グ
ロ
ー
カ
ル
型
】

〈
学
科
共
通
2
0
校
程
度
〉

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
支
え
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
。

～
特
徴
・
取
組
例
～

•
グ
ロー
バ
ル
な
社
会
課
題
研
究
の
カリ
キ
ュラ
ム
研
究
開
発

•
海
外
研
修
等
を
カリ
キ
ュラ
ム
の
中
に
体
系
的
に
位
置
づ
け

•
海
外
か
らの
留
学
生
を受
け
入
れ
る
な
ど外
国
人
生
徒
と一
緒

に
授
業
・探
究
活
動
等
を
履
修

•
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
を
重
視
した
外
国
語
（
複
数
外
国
語

含
む
）
の
先
進
的
な
授
業
を
実
践
な
ど

市
町
村

（
首
長
・
教
育
委
員
会
等
）
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背
景

課
題

今
後

５
年

間
ほ

どで
ア

ド
バ

ン
ス

ト
・ラ

ー
ニ

ン
グ

・ネ
ット

ワ
ー

ク
を

形
成

した
拠

点
校

を
全

国
に

50
校

程
度

配
置

し、
将

来
的

に
Ｗ

Ｗ
L（

ワ
ー

ル
ド

・ワ
イ

ド
・ラ

ー
ニ

ン
グ

）
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
へ

とつ
な

げ
る

W
W

L（
ワ

ー
ル

ド・
ワ

イ
ド

・ラ
ー

ニ
ン

グ
）

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

構
築

支
援

事
業

（
20

19
年

度
新

規
）

20
19

年
度

予
算

額
（

案
）

11
3百

万
円

（
新

規
）

アド
バ

ンス
ト・

ラー
ニン

グ
・ネ

ット
ワー

クの
イメ

ー
ジ

高
等

学
校

と関
係

機
関

をつ
な

ぎ
、カ

リキ
ュラ

ム
を

研
究

開
発

す
る

人
材

（
カリ

キ
ュラ

ム
アド

バ
イ

ザ
ー

）
等

の
配

置

国
際

会
議

の
開

催
等

に
よ

り、
プ

ロジ
ェク

トが
効

果
的

に
機

能
す

る
よ

う高
校

間
の

ネ
ット

ワ
ー

クを
形

成

事
業

概
要

◆
将

来
、イ

ノベ
ー

テ
ィブ

な
グ

ロー
バ

ル
人

材
を育

成
す

る
た

め
、高

等
学

校
等

と国
内

外
の

大
学

、企
業

、国
際

機
関

等
が

協
働

し、
高

校
生

へ
より

高
度

な
学

び
を提

供
す

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
とと

も
に

、テ
ー

マ等
を通

じた
高

校
生

国
際

会
議

の
開

催
等

や
高

等
学

校
の

アド
バ

ンス
ト・

ラー
ニン

グ
・ネ

ット
ワー

クの
形

成
に

より
、W

W
L（

ワ
ー

ル
ド・

ワイ
ド・

ラー
ニン

グ
）

コ
ンソ

ー
シ

アム
に

お
け

る
拠

点
校

を目
指

す
。

これ
ま

で
の

ス
ー

パ
ー

グ
ロー

バ
ル

ハ
イス

クー
ル

（
SG

H）
事

業
な

どの
取

組
の

実
績

を
活

用

グ
ロー

バ
ル

な
社

会
課

題
研

究
（

SD
Gs

、経
済

、政
治

、教
育

、芸
術

等
の

テ
ー

マ）
の

カリ
キ

ュラ
ム

開
発

。
外

国
語

や
社

会
科

学
等

の
複

数
の

教
科

を融
合

し、
テ

ー
マ

と関
連

した
融

合
科

目
「グ

ロー
バ

ル
探

究
」等

の
学

校
設

定
教

科
・科

目
の

設
定

。
テ

ー
マと

関
連

した
国

内
外

の
高

校
生

が
参

加
す

る
「高

校
生

国
際

会
議

」等
の

日
本

開
催

。
短

期
・長

期
留

学
や

海
外

研
修

をカ
リキ

ュラ
ム

の
中

に
体

系
的

に
位

置
づ

け
。

海
外

か
らの

ハ
イレ

ベ
ル

人
材

を受
け

入
れ

、日
本

人
高

校
生

と留
学

生
が

一
緒

に
授

業
・

探
究

活
動

等
を履

修
。

大
学

教
育

の
先

取
り履

修
を単

位
認

定
す

る
取

組
（

科
目

等
履

修
生

制
度

を活
用

）
な

ど高
大

接
続

に
よる

高
度

か
つ

多
様

な
科

目
内

容
の

プロ
グ

ラム
を用

意
。

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

を重
視

した
外

国
語

（
複

数
外

国
語

含
む

）
の

先
進

的
な

授
業

を実
践

。
IC

Tの
活

用
に

よる
海

外
との

連
携

の
強

化
。

国
内

外
の

高
校

との
ネ

ット
ワー

クの
構

築
。

外
国

語
に

よる
テ

ー
マと

関
連

した
課

題
研

究
論

文
を作

成
。

教
員

研
修

、セ
ミナ

ー
等

の
実

施
。

具
体

的
な

取
組

（
例

）

文
理

分
断

か
らの

脱
却

文
理

両
方

を
学

ぶ
高

大
接

続
改

革
大

学
教

育
の

先
取

り履
修

を
単

位
認

定
す

る
取

組
な

ども
含

め
た

高
度

か
つ

多
様

な
科

目
内

容
を

、生
徒

個
人

の
興

味
・関

心
・特

性
に

応
じて

、履
修

可
能

とす
る

高
校

生
の

学
習

プ
ログ

ラム
/コ

ー
ス

を
「W

W
L（

ワ
ー

ル
ド・

ワ
イド

・ラ
ー

ニン
グ

）
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
」と

して
創

設
す

る
。高

校
生

６
万

人
あ

た
り１

か
所

を
目

安
に

、各
都

道
府

県
で

国
公

私
立

高
校

等
を

拠
点

校
とし

て
整

備
し、

す
べ

て
の

高
校

生
が

選
抜

を
経

て
オ

ンラ
イン

・オ
フラ

イン
で

参
加

可
能

とす
る

。こ
れ

に
よ

り、
国

内
外

の
トッ

プ
大

学
等

に
も

入
学

で
き

る
よ

うな
グ

ロー
バ

ル
・イ

ノベ
ー

テ
ィブ

人
材

を
育

成
す

る
。ま

た
、海

外
か

らの
ハ

イレ
ベ

ル
人

材
を

受
け

入
れ

、日
本

人
高

校
生

と留
学

生
が

一
緒

に
英

語
で

の
授

業
・探

究
活

動
等

を
履

修
す

る
こと

とす
る

。
「S

oc
ie

ty
 5

.0
に

向
け

た
人

材
育

成
～

社
会

が
変

わ
る

、学
び

が
変

わ
る

～
」

文
部

科
学

大
臣

懇
談

会
報

告
書

（
20

18
年

6月
5日

）
よ

り

So
ci

et
y 

5.
0に

向
け

た
リー

デ
ィン

グ
・プ

ロ
ジ

ェク
ト

So
ci

et
y5

.0
に

向
け

た
人

材
育

成

委
託

事
業

：
委

託
先

（
都

道
府

県
市

教
育

委
員

会
、国

立
大

学
法

人
、学

校
法

人
：

管
理

機
関

）
対

象
学

校
：

国
公

私
立

高
等

学
校

及
び

中
高

一
貫

教
育

校
（

研
究

開
発

の
対

象
は

小
・中

学
校

か
らも

可
能

）
指

定
期

間
：

原
則

3年
（

3年
目

の
評

価
に

応
じて

延
長

可
）

指
定

校
数

：
10

校
程

度
（

幹
事

校
1校

程
度

）
支

援
金

額
：

年
間

経
費

支
援

額
は

10
00

万
円

程
度

／
件

（
研

究
開

発
内

容
や

対
象

生
徒

な
ど規

模
に

応
じて

）

【世
界

高
校

生
水

会
議

20
18

年
7月

】
【世

界
高

校
生

水
会

議
20

18
年

7月
】
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ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

20
19

年
度

予
算

額
（

案
）

：
42

4百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

：
84

3百
万

円
）

背
景

目
的

事
業
概
要

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
課
題
を
発
見
・解
決
し、
様
々
な
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
（
国
際
機
関
職
員
、社
会
起
業
家
、グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
者
、政
治
家
、研
究
者
等
）
の
輩
出

急
速

に
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

加
速

す
る

現
状

を
踏

ま
え

、社
会

課
題

に
対

す
る

関
心

と深
い

教
養

、コ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

能
力

、問
題

解
決

力
等

の
国

際
的

素
養

を
身

に
付

け
、将

来
、

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
グ

ロー
バ

ル
・リ

ー
ダー

を高
等

学
校

段
階

か
ら育

成
す

る
。

実
施
体
制

国
際

化
を進

め
る

国
内

の
大

学
の

ほ
か

、企
業

、国
際

機
関

等
と連

携
して

、グ
ロー

バ
ル

な
社

会
課

題
を

発
見

・解
決

し、
様

々
な

国
際

舞
台

で
活

躍
で

きる
人

材
の

育
成

に
取

り組
む

高
等

学
校

等
を

「ス
ー

パ
ー

グ
ロー

バ
ル

ハ
イス

クー
ル

」に
指

定
し、

質
の

高
い

カリ
キ

ュラ
ム

を開
発

・実
践

す
る

。
委

託
事

業
：

委
託

先
（

都
道

府
県

市
教

育
委

員
会

、国
立

大
学

法
人

、学
校

法
人

）
対

象
学

校
：

国
公

私
立

高
等

学
校

及
び

中
高

一
貫

教
育

校
（

中
等

教
育

学
校

、併
設

型
及

び
連

携
型

中
学

校
・高

等
学

校
）

指
定

期
間

：
原

則
５

年
間

指
定

校
数

：
継

続
校

67
校

（
20

15
年

度
指

定
56

校
、2

01
6年

度
指

定
11

校
：

国
8校

・公
39

校
・私

20
校

）

文 部 科 学 省

委 託
管 理 機 関 （ 教 育 委 員 会 等 ）

・学
校

の
指

定
（

5 年 間
）

・指
導

・助
言

・評
価

・支
援

連
携 探

究
学

習
の

指
導

方
法

ア
クテ

ィブ
ラー

ニン
グ

国
際

理
解

教
育

海
外

研
修

ノウ
ハ

ウ
海

外
姉

妹
校

締
結

ノウ
ハ

ウ
等

他
の
高
等
学
校
や

小
・中
高
校
へ
成
果
を
普
及

人
材

や
プ

ログ
ラム

の
提

供

取
組

英
語

等
に

よ
る

デ
ィス

カッ
シ

ョン
、ﾌ

ﾟﾚ
ｾﾞ

ﾝﾃ
ｰｼ

ｮﾝ
、論

文
作

成
、探

究
型

学
習

、成
果

発
表

会
等

の
実

施
企

業
や

海
外

の
高

校
・大

学
等

と連
携

した
国

内
外

研
修

英
語

等
で

指
導

す
る

帰
国

・外
国

人
教

員
等

の
派

遣
や

、外
国

人
留

学
生

に
よる

英
語

等
に

よる
サ

ポ
ー

ト

成
果

出
所

：
SG

H事
業

検
証

に
関

す
る

有
識

者
会

議
中

間
まと

め
（

20
18

年
7月

25
日

）
より

＊
学

校
法

人
産

業
能

率
大

学
（

東
京

都
世

田
谷

区
）

に
よ

る
「第

7回
新

入
社

員
の

グ
ロー

バ
ル

意
識

調
査

」h
tt

p:
//

w
w

w
.s

an
no

.a
c.

jp
/r

es
ea

rc
h/

gl
ob

al
20

17
.h

tm
l

①
減

少
傾

向
に

あ
った

「課
題

研
究

に
関

す
る

国
外

研
修

参
加

者
数

」は
、S

GH
が

開
始

され
た

20
14

年
度

か
ら着

実
に

増
加

して
い

る
。

②
「S

GH
受

講
生

の
卒

業
時

の
CE

FR
 B

1～
B2

レ
ベ

ル
」（

英
検

2級
~

準
1級

程
度

）
は

、S
GH

開
始

時
か

ら1
3ポ

イン
ト向

上
し、

非
受

講
生

との
差

異
は

、1
1ポ

イン
トか

ら2
4ポ

イン
トへ

と２
倍

以
上

に
拡

大
して

い
る

。
③

「将
来

留
学

や
国

際
キ

ャリ
ア

を
め

ざ
す

生
徒

の
比

率
」に

つ
い

て
、S

GH
受

講
生

は
６

割
に

達
す

る
（

「日
本

企
業

の
新

入
社

員
の

海
外

赴
任

希
望

者
の

4割
＊
（

20
17

）
」を

反
転

す
る

高
比

率
）

の
に

対
し、

非
受

講
生

は
、４

割
弱

で
あ

りグ
ロー

バ
ル

化
に

逆
行

した
漸

減
傾

向
が

み
られ

る
。

29
30

25
23

22
25

36
34

41

49

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

非
受
講
生

受
講
生

35
24

30

51

70
77

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

27
34

38
38

37
36

58
56

58
60

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

非
受
講
生

受
講
生

①
課

題
研

究
に

関
す

る
国

外
研

修
参

加
平

均
人

数
②

卒
業

時
生

徒
の

CE
FR

 B
1～

B2
レ

ベ
ル

比
率

（
％

）
③

将
来

留
学

・国
際

キ
ャリ

アを
め

ざ
す

比
率

（
％

）

・国
内

外
の

大
学

・企
業

・国
際

機
関

（
O

EC
D,

 
UN

ES
CO

等
）

・非
営

利
団

体
等

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17
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ス
ー
パ
ー
・プ
ロ
フェ
ッシ
ョナ
ル
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル

20
19
年
度
予
算
額
（
案
）
85
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

14
9百
万
円
)

社
会
の
変
化
や
産
業
の
動
向
等
に
対
応
した
、高
度
な
知
識
・技
能
を身
に
付
け
、社
会
の
第
一
線
で
活
躍
で
きる
専
門
的
職
業
人
を育
成
す
る
た
め
、

先
進
的
な
卓
越
した
取
組
を行
う専
門
高
校
（
専
攻
科
を含
む
）
に
お
い
て
、実
践
研
究
を行
う。

（
１
）
「ス
ー
パ
ー
・プ
ロ
フェ
ッシ
ョナ
ル
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」の
継
続
指
定

指
導
・助
言
等

・特
色
あ
る
カリ
キ
ュラ
ム

（
実
験
・実
習
、起
業
家
教
育
等
）

・技
術
開
発
研
究
の
推
進

・高
度
な
技
術
・技
能
の
習
得
、高
度
資
格
へ
の
挑
戦

・他
学
科
との
連
携
な
ど

専
門
高
校

大
学
・高
専
・研
究
機
関
等

・生
徒
を
対
象
とし
た
講
座
の
実
施

・最
先
端
の
研
究
指
導

な
ど

管
理
機
関

（
教
育
委
員
会
、学
校
法
人
、国
立
大
学
法
人
）

専
門
高
校
（
専
攻
科
）

・特
色
あ
る
カリ
キ
ュラ
ム

（
実
験
・実
習
、起
業
家
教
育
等
）

・高
度
な
技
術
・技
能
の
習
得

・高
度
資
格
へ
の
挑
戦
な
ど

専
門
高
校
（
本
科
）

学
校
の
指
定
（
指
定
期
間
3年
（
最
大
5年
）
）

指
導
・助
言
・評
価

５
年
一
貫

３
年

成
果
の
普
及

連
携
・協
力

地
域
の
他
の
専
門
高
校

ス
ー
パ
ー
・プ
ロフ
ェッ
シ
ョナ
ル
・ハ
イス
クー
ル

（
農
業
・工
業
・商
業
・水
産
・家
庭
・看
護
・情
報
・福
祉
）

企
業
等

・熟
練
技
能
者
に
よ
る
実
践
的
な
技
術

指
導

・長
期
の
就
業
実
習

・共
同
商
品
開
発

・外
部
人
材
の
積
極
的
な
活
用
な
ど

５
年
一
貫
の

教
育

連 携 ・ 協 力

連 携 ・ 協 力

文
部
科
学
省

・我
が
国
の
産
業
の
発
展
の
た
め
、社
会
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
専
門
的
職
業
人
の
育
成

・成
果
モ
デ
ル
を
全
国
に
普
及
し、
専
門
高
校
全
体
の
活
性
化
を
推
進

HA
CC
Pの
実
践
や
認
証
の
取
得
の
先
進
事
例
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、そ
の
成
果
を
広
く全
国
に
発
信
す
る
こと
で
、農
業
高
校
及
び
水
産
高
校
に
お
け
る

HA
CC
P認
証
の
取
得
等
を促
進
し、
専
門
高
校
の
魅
力
を向
上
させ
る
。

（
２
）
専
門
高
校
の
魅
力
発
信
に
関
す
る
調
査
研
究

先
進
的
な
卓
越
した
取
組
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2019年度東日本大震災復興特別会計予算（案）

【初等中等教育局関係分】

就 学 支 援 44億円（53億円）

○被災児童生徒就学支援等事業 44億円（52億円）

・震災により、経済的理由から就学等が困難となった世帯の幼児児童生徒に対する就学
支援等の経費を支援

○被災地スクールバス等購入経費 0.3億円（0.3億円）

・被災により通学困難となった児童生徒の通学支援のためのスクールバス等購入の補助

幼児児童生徒の心のケアや教育支援等 42億円（43億円）

○緊急スクールカウンセラー等活用事業 24億円（25億円）

・スクールカウンセラー 870人 など

○被災児童生徒に対する学習支援等のための 18億円（19億円）
教職員加配

・被災児童生徒に対する学習支援や心のケア等に取り組むための定数措置（784人）

復興を支える人材の育成など地域に 5億円（5億円）
おける暮らしの再生

○福島県教育復興推進事業 0.8億円（0.7億円）

・避難地域12市町村の小中学校や双葉郡中高一貫校における魅力ある学校づくりを支援

○福島イノベーション・コースト構想等を 3億円（ 2億円）
担う人材育成に関する事業

・構想の中心となる浜通り地域等の教育環境の整備や人材の裾野を広げるための取組を
支援

○放射線副読本の普及 0.6億円（2億円）

・学校における放射線に関する教育の支援として副読本を普及

（前年度予算額）


